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令和５年度情報公開・個人情報保護の開示状況
■■問本所公文書管理室☎25‐2111内線314

【情報公開】　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（　）内は対象の公文書数

開示請求件数
開示決定等の件数 審査請求

件数全部開示 部分開示 不開示
合計 75 46（582） 54（4,747） 14（‐） 0

内訳

①市長部局…41
②教育委員会…25
③選挙管理委員会…1
④荘内病院…2
⑤消防…3
⑥議会…3

①24（285）
②20（295）

‐
‐

⑤ 1（1）
⑥ 1（1）

①29（2,443）
②19（2,286）
③ 1（2）
④ 1（1）
⑤ 2（9）
⑥ 2（6）

① 6（‐）
② 7（‐）

‐
④ 1（‐）

‐
‐

0

【個人情報保護】

開示請求件数
開示決定等の件数 審査請求

件数全部開示 部分開示 不開示
合計 0 ‐ ‐ ‐ ０

　令和５年度の情報公開
及び個人情報の開示状況
をお知らせします。
　監査委員、農業委員会、
固定資産評価審査委員会
は請求件数が０件のため
掲載していません。
　１つの開示請求に対し
複数の決定が行われる場
合があるため、請求の件
数と決定等の件数は一致
しません。

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

■■問本所総務課☎35‐1117

■■日７月20日○土 午前10時（１時間30分程度）
■■場鶴岡アートフォーラム
■■対    市内在住の方最大30人
　（申込み多数の場合抽せん）
■■テーマ　子育てしやすいまちとは
■■申��６月28日○金 まで市ラインまたは同課へ　　
■■他  託児あり（要申込み）。公開で開催、ユーチュ

ーブでのライブ配信もあり

テーマに沿った内容で、市長と意見交換を行います 

市長との対話集会に参加してみませんか

　市民の皆さんがより市政を身近に感じられる
よう、「市長との対話集会」をリニューアルし
ます。
　毎回テーマを決め、設定したテーマで意見交
換を行います。皆さんが日頃感じている鶴岡市
の現状や課題、市と連携・協働したいことなど
お聞かせください。

ラインでの
申込みは
こちら

開かれた市政を 

令和５年度審議会等公開及び意見公募の実績
■■問本所公文書管理室☎25‐2111内線314

　市では、市政への市民参画や市政の透明化を目指し、審議会等の公開や市が作成した計画等に対する意見
公募（パブリック・コメント）を行っています。令和５年度の実績をお知らせします。

【審議会等公開】 【意見公募】

担当 公募件数 寄せられた意見の数
市長部局 8 109

教育委員会 4 175
荘内病院 2 7
合計 14 291

担当 審議会等の回数 内、公開された回数
市長部局 69 61

教育委員会 11 11
荘内病院 3 3
合計 83 75
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７月１日に子育て推進課が「にこ♥ふる」に移転します
■■問本所子育て推進課☎26‐0176

　７月１日から、全ての妊産婦や子供に係る相談、支援、
手続きの一本化を図るため、本所子育て推進課が総合保
健福祉センター「にこ♥ふる」２階に移転します。なお、
電話番号、開庁日時は現在と変わりありません。
　併せて、健康課（にこ♥ふる）で行っていた妊娠届や
母子健康手帳交付等は２階こども家庭センターが窓口と
なります。
　また、以下の手続きは、これまでと同じ窓口です。
■乳幼児健診・健康相談、定期予防接種…健康課
■子育て支援医療…本所国保年金課
※詳しくは市HPをご確認ください。

つるおか住宅活性化ネットワーク 鶴岡産材普及促進事業 

鶴岡産木材を使用した『つるおか住宅』の新築に補助します
■■申本所建築課内「つるおか住宅活性化ネットワーク」事務局☎35‐1428

　鶴岡産の木材を使い、市内の設計・建築業者が建てる「つるおか住宅」を新築し、自ら居住する世帯に補助しま
す。要件がいくつかありますので、HPをご覧いただくか、お問い合わせください。

■補助額
　�基本補助額…15万円　
　資材価格高騰対策加算額…５万円（先着15件）　
　�移住・新婚・子育て世帯加算額…５万円（先着８件）
※�移住世帯：令和２年４月１日以降に市内に転入し
た、または実績報告書提出までに転入する世帯。

　※�新婚世帯：令和２年４月１日以降に婚姻した、ま

たは実績報告書提出までに婚姻する世帯。
　※子育て世帯：平成18年４月２日以降に生まれた
　　子供がいる世帯。
■募集期間　10月25日○金まで
※�予算の範囲内で行うため、募集期間中に
　終了する場合があります。

住民税非課税世帯等の世帯主に給付します

物価高騰対策支援給付金
■■問同給付金担当窓口☎33‐8162

　■■事業担当　本所福祉課

■■対象　次の①～③の全てに該当し、令和５年度に同給付　
　金を受給していない世帯
　①令和６年６月３日時点で本市に住民登録がある
　② 令和６年度分住民税が非課税または均等割のみ課税
　③ 住民税所得割が課税されている親族等に世帯全員が扶

養されていない
■■支給額　
　非課税世帯、均等割のみ課税世帯…10万円　
　※該当世帯の18歳以下の子供１人当たり５万円を加算。
■■支給方法
　 対象と思われる世帯に６月下旬に申請書を発送します。

対象世帯でも申請書が届かなかった世帯は、市HPから
ダウンロードまたは同給付金担当窓口にご連絡ください
■■申請期限
　10月31日○木 まで

広報「つるおか」の表紙 

全国広報コンクールで「入選」！

　　　　　　　　　　　　　自治体広報の甲子園
　　　　　　　　　　　　とも言われる、日本広
　　　　　　　　　　　　報協会主催の「令和６
　　　　　　　　　　　　年全国広報コンクール」
　　　　　　　　　　　　で、広報「つるおか」
　　　　　　　　　　　　令和５年６月号の表紙
　　　　　　　　　　　　が「広報写真の部　（一
　　　　　　　　　　　　枚写真部）」で入選し
　　　　　　　　　　　　ました。
　　　　　　　　　　　　　逆光と水面の映り込
みの反射を利用して構図をうまく調整している点
や、撮影前からリラックスした雰囲気作りをし、
自然なポーズを捉えた点などが評価されました。
　今後も親しみやすく分
かりやすい、広報「つる
おか」をお届けします。

■■問本所総務課☎35‐1117

カラー版
はこちら

・子育て推進課
・こども家庭
センター

こども家庭
センター

なかよしひろば

総合検診ホール

相
談
室

相
談
室

相
談
室

鶴岡市
障害者相談支援センター幼児

ルーム

社会福祉協議会
生活支援課

［にこ♥ふる２階フロアマップ］
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催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会 

公
募
委
員
募
集

　

一
般
廃
棄
物
の
減
量
及
び
再
利
用
の
促
進

等
に
つ
い
て
審
議
す
る
同
審
議
会
の
公
募
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

■■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
５
人
以
内
（
地

方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
常
勤
の
公

務
員
を
除
く
）　

①
今
年
８
月
１
日
現
在
で

18
歳
以
上
で
あ
る　

②
市
内
の
事
業
所
等
に

勤
務
し
、
そ
の
事
業
所
の
代
表
と
し
て
会
議

に
出
席
で
き
る
（
事
業
主
を
含
む
）　

③
平

日
の
日
中
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で
き
る　

■■申
７
月
１
日
○月
ま
で
廃
棄
物
対
策
課
☎
22
‐

２
８
４
８
へ
（
郵
送
は
当
日
必
着
）　

■■他
市

HP
福
祉
活
動
・
心
身
障
害
児
療
育

支
援
活
動
に
助
成
し
ま
す

■■対
社
会
福
祉
活
動
や
心
身
障
害
児
療
育
支
援

を
行
う
団
体
や
個
人　

■■内
①
福
祉
活
動
助
成

金
…
地
域
福
祉
・
在
宅
福
祉
の
推
進
、
福
祉

に
関
す
る
調
査
・
研
究
、
福
祉
関
係
者
の
研

修
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
活
性
化
、
福
祉

意
識
の
高
揚
・
啓
発　

②
心
身
障
害
児
療
育

支
援
助
成
金
…
障
害
児
の
地
域
福
祉
・
在
宅

福
祉
の
推
進
を
目
的
と
す
る
事
業
、
療
育
に

関
す
る
調
査
・
研
究
・
研
修　

■■
助
成
額

市
政

対
象
経
費
の
４
分
の
３
以
内　

■■申
６
月
28
日

○金
ま
で　

①
本
所
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
☎

35
‐
１
２
５
１
へ　

②
本
所
福
祉
課
☎
35
‐

１
２
７
３
へ

個
別
特
定
健
診
が
始
ま
り
ま
し
た

■■日
６
月
１
日
○土
～
９
月
30
日
○月
の
開
院
日

■■場
市
内
医
療
機
関　

■■対
昭
和
30
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
（
市
が
実
施
す
る
人
間

ド
ッ
ク
や
集
団
健
診
と
重
複
し
て
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
）　

■■持
特
定
健
診
受
診
券
、
医
療
保

険
被
保
険
者
証　

■■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
25
‐
２
７
３
１　

■■他
医
療
機
関
に
予
約
な

ど
の
上
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い

出
産
後
で
も
申
請
で
き
ま
す 

産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金
保
険
料
免
除

■■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方　

①
国
民
年
金

第
１
号
被
保
険
者　

②
出
産
日
が
平
成
31
年

２
月
１
日
以
降　

③
妊
娠
85
日
以
上
の
出
産

（
死
産
・
流
産
・
早
産
を
含
む
）　

■■
届
出　

出
産
予
定
日
の
６
か
月
前
か
ら　

■■問
鶴
岡
年

金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本
所
国
保
年

金
課
☎
35
‐
１
２
９
４
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■■他
HP

重
度
心
身
障
害（
児
）者
医
療
証

更
新
の
お
知
ら
せ

　

現
在
医
療
証
を
お
持
ち
の
方
に
つ
い
て
は
、

受
給
資
格
要
件
、
所
得
要
件
の
確
認
を
行
い
、

対
象
と
な
る
場
合
は
６
月
28
日
○金
ま
で
に
医

療
証
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

前
年
度
ま
で
該
当
し
て
い
な
か
っ
た
方
な

健
康
・
福
祉
・
年
金

ど
、
新
た
に
医
療
証
の
交
付
を
希
望
す
る
場

合
は
、
保
険
証
、
印
鑑
、
障
害
者
手
帳
等
、

窓
口
に
来
る
方
の
本
人
確
認
書
類
を
お
持
ち

の
上
、
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

■■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
２
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

福
祉
医
療
証
（
身○
・
子○
・
親○
）

を
お
持
ち
の
方
へ

▼
医
療
費
の
払
戻
し
が
受
け
ら
れ
ま
す　

県

外
の
医
療
機
関
で
受
診
し
た
場
合
は
、
医
療

機
関
窓
口
で
の
助
成
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

申
請
に
よ
り
払
戻
し
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
手
続
き
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■■持
領
収
書
、
健
康
保
険
証
、
福
祉
医
療
証
、

通
帳
（
未
成
年
の
場
合
は
健
康
保
険
で
扶
養

し
て
い
る
方
名
義
の
も
の
）、
窓
口
に
来
る

方
の
本
人
確
認
書
類

▼
健
康
保
険
証
が
変
わ
っ
た
場
合
は
手
続
き

が
必
要
で
す　

福
祉
医
療
証
は
、
保
険
証
と

一
緒
に
使
用
す
る
も
の
で
す
。
保
険
証
が
変

わ
っ
た
場
合
は
忘
れ
ず
に
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。

■■持
新
し
い
健
康
保
険
証
、
福
祉
医
療
証
、
窓

口
に
来
る
方
の
本
人
確
認
書
類

▼
限
度
額
適
用
認
定
証　

入
院
な
ど
で
医
療

費
が
高
額
に
な
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
保

険
者
に
限
度
額
適
用
認
定
証
の
申
請
を
行
い
、

医
療
機
関
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
所
得
に

よ
り
、
食
事
代
が
軽
減
さ
れ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

■■申
各
医
療
保
険
者
（
市
〈
国
民
健
康
保
険
〉、

各
健
康
保
険
組
合
等
）

▼
高
額
療
養
費
代
理
請
求
・
返
還
に
ご
協
力

■■問本所子育て推進課☎26‐0173

■■日７月31日○水 、８月１日○木 ・７日○水 ・８日○木 （全４回）
■■場にこ♥ふる
■■対    市内在住の小学５年生～高校３年生10人（応募多数の場合は抽せん）
■■申��６月28日○金 まで申込みフォームで　　

テーマは「こども達が気軽に集うことができる、理想の居場所を考えよう」

令和６年度こども会議の委員を募集します

　市では、子供や若者の視点に立ったまちづくりを目指すため、直接子供から意見を聞く「こども会議」を実施
します。テーマに沿って、遊び場や図書館などの在り方について、考えや意見を聞きます。

開催時間等
詳しくは市HP
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#76

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
が
終
わ
り
、
休

み
明
け
を
待
っ
て
い
た
市
民
の
皆
様
が
早

朝
か
ら
市
役
所
を
訪
れ
る
。
赤
い
ツ
ツ
ジ

が
咲
く
中
、
致
道
館
と
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡

を
背
景
に
、
足
早
に
通
勤
す
る
職
員
の
皆

さ
ん
と
挨
拶
を
交
わ
し
、
季
節
の
変
化
を

感
じ
て
仕
事
に
入
る
。

　

竹
と
杉
の
林
に
入
り
、
息
を
切
ら
し
な

が
ら
孟も

う
そ
う宗
を
掘
っ
た
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
。
久
し
ぶ
り
に
仕
事
を
離
れ
て
自
分
の

時
間
を
過
ご
し
た
。

　

早
朝
、
テ
レ
ビ
を
つ
け
る
と
、
南
陽
市

で
の
山
火
事
の
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で

き
た
。
心
配
に
な
っ
て
本
市
の
消
防
へ
の

応
援
要
請
の
状
況
を
確
認
す
る
と
、
消
防

防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
本
県
の
「
も
が

み
」、
宮
城
県
の
「
み
や
ぎ
」
は
出
動
し

て
い
る
が
、
地
上
部
隊
へ
の
要
請
は
入
っ

て
い
な
か
っ
た
。

　

災
害
は
忘
れ
た
頃
に
、
と
は
よ
く
言
っ

た
も
の
だ
。
今
年
は
、
令
和
元
年
6
月
の

山
形
県
沖
地
震
か
ら
5
年
、
昭
和
39
年
6

月
の
新
潟
地
震
か
ら
は
60
年
を
迎
え
る
。

地
震
、
津
波
、
豪
雨
、
山
火
事
、
元
旦
で

あ
ろ
う
が
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
で
あ
ろ

う
が
、
災
害
は
人
間
の
暦
と
は
無
関
係
に
、

あ
る
日
突
然
、
美
し
い
自
然
を
一
変
さ
せ

る
。

　

山
形
県
に
お
け
る
観
測
史
上
最
大
、
震

度
６
弱
の
揺
れ
を
記
録
し
た
山
形
県
沖
地

震
。
沿
岸
部
を
中
心
に
瓦
屋
根
の
家
屋
な

ど
が
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。
そ
の
際
、

い
ち
早
く
支
援
に
入
っ
て
く
れ
た
の
は
、

遠
く
離
れ
た
熊
本
市
役
所
の
皆
さ
ん
だ
っ

た
。
復
旧
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
に
乏
し
く
、

罹
災
証
明
書
を
発
行
す
る
体
制
も
十
分
で

な
か
っ
た
本
市
に
と
っ
て
、
熊
本
地
震
か

ら
の
復
旧
・
復
興
に
取
り
組
ん
で
き
た
熊

本
市
の
経
験
、
応
援
は
心
強
か
っ
た
。

　

あ
れ
か
ら
5
年
。
6
月
29
日
に
は
、
熊

本
市
長
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
防
災
講
演

会
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
熊
本

と
い
え
ば
、
本
市
櫛
引
地
域
の
丸
岡
地
区

と
の
間
で
、
加
藤
清
正
公
、
忠
廣
公
と
の

深
い
縁
が
あ
る
。
歴
史
、
そ
し
て
災
害
支

援
の
つ
な
が
り
で
、
更
に
交
流
を
深
め
て

い
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。

　

連
休
中
、
思
い
切
っ
て
横
手
市
の
増
田

地
区
ま
で
足
を
伸
ば
し
た
。
そ
の
増
田
地

区
の
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
を
散
策

し
て
い
る
と
き
、
す
ぐ
そ
ば
に
月
山
神
社

が
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
。
偶
然
訪
れ
た

場
所
に
出
羽
三
山
の
信
仰
が
及
ん
で
い
る

こ
と
に
誇
り
を
感
じ
な
が
ら
参
拝
し
た
。

　

時
に
は
仕
事
を
離
れ
る
と
ア
イ
デ
ア
が

生
ま
れ
る
。
鶴
岡
市
の
若
手
職
員
が
政
策

提
案
を
行
う
Ｗ
Ｂ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
今

年
も
ス
タ
ー
ト
し
た
。
ふ
だ
ん
の
仕
事
を

離
れ
て
、
様
々
な
部
署
に
所
属
す
る
職
員

有
志
が
、
知
恵
を
出
し
合
う
。
昨
年
度
の

提
案
で
は
、
伴
走
型
出
産
・
育
児
相
談
支

援
の
一
環
と
し
て
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
絵

本
を
送
る
事
業
、
鶴
岡
市
総
合
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
「
に
こ
♥

ふ
る
」
内
に
中
高
生

の
放
課
後
の
居
場
所
と
な
る
フ
リ
ー
ス
ペ

ー
ス
を
整
備
す
る
事
業
が
具
体
化
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
今
年
度
の
当
初
予
算
に
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
。
若
者
・
子
育
て
世
代

に
選
ば
れ
る
街
へ
、
抱
負
を
語
っ
て
く
れ

た
若
手
職
員
の
活
躍
を
期
待
し
た
い
。

く
だ
さ
い　

高
額
療
養
費
の
対
象
と
な
る
方

に
書
類
を
送
付
し
ま
す
の
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
提
出
が
遅
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
保
険

者
か
ら
被
保
険
者
に
高
額
療
養
費
が
支
給
さ

れ
た
場
合
は
、
福
祉
医
療
負
担
分
の
返
還
が

必
要
で
す
。

▼
共
通　　

■■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２

９
２
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
へ
の
寝
具
類 

の
洗
濯
・
乾
燥
・
消
毒
サ
ー
ビ
ス

■■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方　

①
お
お
む
ね

65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
ま
た
は
高
齢
者
の

み
の
市
民
税
非
課
税
世
帯　

②
寝
具
類
の
衛

生
管
理
が
困
難　

③
要
支
援
も
し
く
は
要
介

護
認
定
を
受
け
て
い
る
、
ま
た
は
介
護
予
防

・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
基
本
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
に
該
当
す
る　

■■内
市
が
委
託
し
た

業
者
が
寝
具
（
掛
布
団
・
敷
布
団
・
毛
布
・

マ
ッ
ト
レ
ス
）
を
洗
濯
・
乾
燥
・
消
毒
（
１

人
年
２
回
ま
で
。
１
回
に
つ
き
３
点
ま
で
）

■■
自
己
負
担　

実
施
に
要
し
た
費
用
の
１
割

相
当　

■■申
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
本

所
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
☎
29
‐
４
１
８
０

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

あ
ん
し
ん
見
守
り
コ
ー
ル
の
設
置

　

高
齢
者
等
の
世
帯
に
、
通
報
や
双
方
向
の

会
話
が
で
き
る
通
信
機
器
を
設
置
し
、
生
活

・
健
康
等
に
関
す
る
相
談
や
、
安
否
確
認
、

緊
急
事
態
へ
の
対
応
が
で
き
る
よ
う
支
援
し

ま
す
。

■■対
一
人
暮
ら
し
の
本
人
ま
た
は
本
人
と
同
居

の
家
族
全
員
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

世
帯　

①
お
お
む
ね
65
歳
以
上
で
、
要
支
援

も
し
く
は
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
、

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
基

本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
該
当
す
る
方
、
突
発

的
に
生
命
に
危
険
な
症
状
が
発
生
す
る
持
病

を
持
っ
て
い
る
方　

②
障
害
者
で
、
身
体
障

害
者
手
帳
１
級
・
２
級
を
所
持
す
る
方
、
突

発
的
に
生
命
に
危
険
な
症
状
が
発
生
す
る
持

病
を
持
っ
て
い
る
方　

■■申
高
齢
者
…
各
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
本
所
地
域
包
括
ケ
ア

推
進
課
☎
29
‐
４
１
８
０
ま
た
は
各
地
域
庁

舎
市
民
福
祉
課
へ　

障
害
の
あ
る
方
…
本
所

福
祉
課
☎
35
‐
１
２
７
３
ま
た
は
各
地
域
庁

舎
市
民
福
祉
課
へ

完
全
予
約
制　

 

耳
や
手
足
の
不
自
由
な
方
の
た
め
の
巡
回
相
談

■■日
７
月
３
日
○水
午
後
１
時
～
３
時　

■■場
に
こ

♥

ふ
る　

■■対
18
歳
以
上
で
、
新
た
に
身
体
障

害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
い
方
（
聴
覚
の

み
）、
ま
た
既
に
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で

程
度
を
変
更
し
た
い
方
、
補
装
具
の
交
付
を

希
望
す
る
方
等（
現
在
治
療
中
の
方
を
除
く
）　

■■
相
談
科
目　

聴
覚
、
肢
体
（
手
帳
を
お
持

ち
の
方
）
各
６
人　

■■持
健
康
保
険
証
、
身
体

障
害
者
手
帳
（
交
付
済
み
の
方
）　

■■申
６
月

27
日
○木
～
７
月
１
日
○月
正
午
に
本
所
福
祉
課

☎
35
‐
１
２
７
３
ま
た
は
FAX
25
‐
９
５
０
０

ヘ
あ
な
た
の
ま
ち
や
職
場
に
出
張
し
ま
す　

 

介
護
保
険
出
前
教
室

　

介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
っ
て
も
適
切
に
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介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、
本
人
も
家

族
も
で
き
る
だ
け
安
心
し
て
前
向
き
に
暮
ら

せ
る
よ
う
、
介
護
保
険
の
知
っ
て
お
き
た
い

情
報
を
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
ま
す
。

■■対
地
域
住
民
、
各
種
団
体
、
職
域
な
ど
５
人

以
上
の
グ
ル
ー
プ　

■■内
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
、

利
用
方
法
、
利
用
料
と
保
険
料
な
ど
（
30
分

～
１
時
間
30
分
）　

■■申
開
催
希
望
日
の
１
か

月
前
ま
で
本
所
長
寿
介
護
課
☎
35

‐
１
２
８
９
へ　

■■他
市
HP

　
支
給
日
は
６
月
14
日
○金
で
す 

６
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月
で
す

　　

児
童
手
当
は
中
学
校
修
了
前
ま
で
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
方
に
年
３
回
（
６
月
・
10

月
・
２
月
）
支
給
さ
れ
ま
す
。
６
月
に
支
給

さ
れ
る
児
童
手
当
は
２
月
～
５
月
分
で
す
。

■■問
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
26
‐
０
１
７
６
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

６
月
10
日
に
お
送
り
す
る
市
・
県
民
税 

納
税
通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　　

６
月
10
日
○月
に
市
・
県
民
税
納
税
通
知
書

を
お
送
り
し
ま
す
。
令
和
６
年
度
の
市
・
県

民
税
は
昨
年
中
の
所
得
を
基
に
計
算
さ
れ
、

今
年
１
月
１
日
に
住
民
登
録
が
あ
っ
た
市
区

町
村
で
課
税
さ
れ
ま
す
。

■■対
普
通
徴
収
及
び
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴

収
の
方　

■■問
本
所
課
税
課
☎
35
‐
１
１
６
９　

■■他
市
HP
・
ラ
イ
ン

▼
市
・
県
民
税
等
、
市
税
の
納
付
は
口
座
振

替
を
お
勧
め
し
ま
す　

納
付
書
払
い
か
ら
口

座
振
替
に
変
更
し
た
い
方
は
、
口
座
の
あ
る

金
融
機
関
で
手
続
き
で
き
ま
す
。
ま
た
、
納

付
書
払
い
の
方
は
、
各
金
融
機
関
・
コ
ン
ビ

ニ
、
一
部
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ

で
納
付
で
き
ま
す
。
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収

の
方
は
、
口
座
振
替
や
納
付
書
払

い
に
は
変
更
で
き
ま
せ
ん
。

令
和
６
年
度
市
・
県
民
税
か
ら

の
定
額
減
税
に
つ
い
て

▼
普
通
徴
収
の
方　

定
額
減
税
の
対
象
者
は
、

定
額
減
税
前
の
税
額
を
基
に
算
出
し
た
、
第

１
期
分
の
税
額
か
ら
減
税
し
ま
す
。
第
１
期

分
か
ら
減
税
し
き
れ
な
い
場
合
は
、
第
２
期

分
以
降
の
税
額
か
ら
順
次
減
税
し
ま
す
。

▼
年
金
か
ら
の
差
引
き
（
特
別
徴
収
）
の
方　

定
額
減
税
の
対
象
者
は
、
定
額
減
税
前
の
税

額
を
基
に
算
出
し
た
令
和
６
年
10
月
分
の
特

別
徴
収
税
額
か
ら
減
税
し
、
減
税
し
き
れ
な

い
場
合
は
12
月
分
以
降
の
税
額
か
ら
順
次
減

税
し
ま
す
。
な
お
、
今
年
度
に
年
金
か
ら
の

特
別
徴
収
が
始
ま
る
方
な
ど
は
、
右
記
に
よ

ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

納
税
通
知
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
共
通　

■■問
本
所
課
税
課
☎
35
‐

１
１
６
３　

■■他
市
HP

事
業
系
ご
み
は
ご
み
ス
テ
ー 

シ
ョ
ン
に
は
出
せ
ま
せ
ん

　

会
社
や
商
店
、
飲
食
店
、
医
院
、
農
林
漁

業
な
ど
の
事
業
活
動
で
生
じ
た
ご
み
は
、
次

の
区
分
ご
と
に
、
事
業
者
自
ら
の
責
任
で
適

正
に
処
理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
事
業
系
一
般
廃
棄
物　

紙
く
ず
や
せ
ん
定

枝
、
生
ご
み
な
ど
は
、
市
の
ご
み
焼
却
施
設

に
直
接
持
ち
込
む
か
、
一
般
廃
棄
物
処
理
業

許
可
業
者
（
２
次
元
コ
ー
ド
参
照
）
に
処
理

を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
（
ど
ち
ら
も
有
料
）。

ご
み
焼
却
施
設
に
搬
入
す
る
場
合
は
、
中
身

が
確
認
で
き
る
透
明
ま
た
は
半
透
明
の
袋
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

▼
産
業
廃
棄
物　

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
や
金

属
く
ず
、
ガ
ラ
ス
く
ず
な
ど
は
、
産
業
廃
棄

物
処
理
業
許
可
業
者
に
処
理
を
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
（
有
料
）。

■■問
廃
棄
物
対
策
課
☎
22
‐
２
８
４

８
注
射
器
・
注
射
針
は
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
は
出
せ
ま
せ
ん

　

在
宅
医
療
で
使
用
し
た
注
射
器
・
注
射
針

は
、
ご
み
の
収
集
や
選
別
を
行
う
作
業
員
の

手
に
刺
さ
る
な
ど
、
重
大
な
事
故
に
つ
な
が

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
危
険
性
が
あ
る
医
療
系
の
ご
み

は
市
で
は
処
理
で
き
ま
せ
ん
。
提
供
を
受
け

た
医
療
機
関
・
薬
局
等
に
返
却
し
て
く
だ
さ

い
。

■■問
廃
棄
物
対
策
課
☎
22
‐
２
８
４
８

農
薬
の
適
正
使
用
に
努
め
ま
し

ょ
う

　

農
薬
を
使
用
す
る
と
き
は
、
使
用
基
準
の

確
認
や
適
正
な
保
管
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、

風
向
き
に
注
意
し
、
周
辺
ほ
場
・
住
宅
地
等

へ
の
飛
散
防
止
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

■■問
本
所
農
政
課
☎
35
‐
１
２
９
５
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

浄
化
槽
の
保
守
点
検
・
清
掃
、

法
定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

浄
化
槽
を
お
持
ち
の
方（
浄
化
槽
管
理
者
）

は
、
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
に
よ
る
保
守
点

検
や
浄
化
槽
清
掃
許
可
業
者
に
よ
る
清
掃
の

ほ
か
、
県
の
指
定
検
査
機
関
（
山
形
県
水
質

保
全
協
会
☎
０
２
３
７
‐
48
‐
２
４
６
９
）

に
よ
る
年
１
回
の
法
定
検
査
を
受
け
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
水
環
境
を
守

る
た
め
必
ず
実
施
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■■問
上
下
水
道
部
下
水
道
課
☎
25
‐
５
８
６
０

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す 

「
川
や
海
を
き
れ
い
に
」河
川
・
海
岸
一
斉
清
掃

■■
河
川
一
斉
清
掃
（
日
時
・
清
掃
区
域
）　

▼
６
月
30
日
○日　

▽
午
前
６
時
～
８
時
…

鶴
岡
地
域
【
大
戸
川
（
大
荒
～
火
打
崎
橋
）、

矢
引
川
（
矢
引
～
大
荒
）】　

▼
７
月
７
日
○日　

▽
午
前
５
時
～
７
時
…
櫛
引
地
域
【
田
沢
川
、

角
田
川
、
水
無
川
、
相
模
川
、
山
谷
川
、
馬

渡
川
】　

▽
午
前
６
時
～
７
時
…
鶴
岡
地
域

【
大
山
川
（
石
山
橋
～
新
橋
）（
坂
野
下
～
新

橋
）、
少
連
寺
川
（
少
連
寺
～
大
山
川
合
流

点
）、砂
谷
川
（
砂
谷
～
東
目
）、三
瀬
川
（
水

無
～
三
瀬
川
河
口
）、降
矢
川
（
三
瀬
地
内
）】、

藤
島
地
域
【
藤
島
川
】、
羽
黒
地
域
【
藤
島

川
、
今
野
川
、
黒
瀬
川
、
小
黒
川
】、
朝
日

地
域
【
赤
川
、上
田
沢
川
、青
竜
川
、倉
沢
川
、

戸
沢
川
等
】　

▽
午
前
６
時
～
８
時
…
鶴
岡

子
育
て
・
教
育

税
・
生
活
・
そ
の
他
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材
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
等
の

分
別
解
体
及
び
再
資
源
化
を
適
正
に
行
い
ま

し
ょ
う
。

■■問
本
所
建
築
課
☎
35
‐
１
４
３
２

土
地
売
買
の
際
は 

地
価
公
示
価
格
を
参
考
に

　

地
価
公
示
と
は
、
県
内
の
都
市
計
画
区
域

内
で
標
準
的
な
使
わ
れ
方
を
し
て
い
る
土
地

（
標
準
地
。
市
内
17
地
点
）
を
選
ん
で
、
そ

の
適
正
な
価
格
を
公
表
す
る
も
の
で
す
。
売

買
対
象
地
の
条
件
と
比
較
す
れ
ば
、
そ
の
土

地
の
お
お
よ
そ
の
適
正
価
格
が
分
か
り
ま
す
。

　

地
価
公
示
書
は
、
本
所
土
木
課
☎
35
‐
１

４
２
４
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
で

閲
覧
で
き
、
県
HP
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

７
月
５
日
○金
午
後
２
時
に
津
波

情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す

　

津
波
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、
津
波
情

報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

訓
練
当
日
は
、
津
波
警
報
の
サ
イ
レ
ン
や

ア
ナ
ウ
ン
ス
が
放
送
さ
れ
ま
す
が
、
災
害
と

間
違
え
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
携
帯
電
話
へ
の
緊
急
速
報
メ
ー
ル

の
送
信
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２
０
４

６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間

　

６
月
は
雨
の
日
が
多
く
、
土
砂
崩
れ
等
の

災
害
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
気
象
情

報
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、
自
宅
の
裏
山
を

見
回
る
な
ど
身
の
周
り
に
危
険
な
箇
所
が
な

い
か
点
検
し
、
被
害
の
未
然
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

■■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２
０
４

６
月
は
環
境
月
間 

６
月
５
日
は
環
境
の
日

　

環
境
問
題
は
誰
か
が
解
決
し
て
く
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン

を
設
置
す
る
、
き
ち
ん
と
ご
み
の
分
別
を
す

る
、
で
き
る
だ
け
宅
配
便
を
１
回
で
受
け
取

る
な
ど
、
一
つ
ひ
と
つ
は
小
さ
な
こ
と
で
も

み
ん
な
で
取
り
組
む
と
大
き
な
結
果
に
つ
な

が
り
ま
す
。
身
近
に
で
き
る
こ
と
か
ら
一
緒

に
始
め
ま
し
ょ
う
。

■■問
本
所
環
境
課
☎
26
‐
０
１
３
９

た
い
せ
つ
に  

み
ず
は
み
ん
な
の  

た
か
ら
も
の 

６
月
１
日
～
７
日
は
水
道
週
間

　

鶴
岡
市
水
道
事
業
で
は
、
本
市
と
三
川
町

に
１
日
平
均
４
万
３
、
７
５
６
㎥
の
水
を
供

給
し
て
い
ま
す
。
こ
の
大
量
の
水
を
送
る
水

道
事
業
は
、
皆
さ
ん
か
ら
頂
く
水
道
料
金
で

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
私
た

ち
の
生
活
や
産
業
活
動
に
不
可
欠
な
水
道
の

大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■■問
上
下
水
道
部
総
務
課
☎
23
‐
７
７
３
１

次
世
代
へ 

つ
な
ご
う
無
事
故
と 

青
い
地
球（
ほ
し
） 

６
月
２
日
～
８
日
は
危
険
物
安
全
週
間

　

石
油
類
を
は
じ
め
と
す
る
危
険
物
は
、
事

業
所
等
で
幅
広
く
利
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、

市
民
生
活
に
も
深
く
浸
透
し
、
そ
の
安
全
確

保
の
重
要
性
は
増
大
し
て
い
ま
す
。

　

危
険
物
を
取
り
扱
う
事
業
所
は
、
自
主
保

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

地
域
【
内
川
左
岸
（
坂
本
橋
周
辺
及
び
天
池

橋
～
内
川
橋
）、
内
川
右
岸
（
割
目
橋
～
坂

本
橋
周
辺
及
び
天
池
橋
～
三
次
郎
橋
）、
降

矢
川
（
中
山
地
内
）、
藤
倉
川
（
中
山
地
内
）、

大
戸
川
（
大
広
～
大
荒
）】、
温
海
地
域
【
五

十
川
、温
海
川
、庄
内
小
国
川
、鼠
ヶ
関
川
等
】　

■■問
本
所
土
木
課
☎
35
‐
１
４
０
３
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

■■
海
岸
一
斉
清
掃
（
日
時
・
清
掃
区
域
）

▼
７
月
７
日
○日　

▽
午
前
６
時
～
８
時
…
浜

千
鳥
海
岸
～
鼠
ヶ
関
海
岸　

▽
午
前
６
時
～

７
時
…
三
瀬
海
岸　

▽
午
前
６
時
30
分
～
８

時
30
分
…
加
茂
海
岸　

▼
７
月
14
日
○日　

▽

午
前
６
時
～
７
時
…
小
波
渡
海
岸　

■■問
海
岸

地
域
の
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ
蚊
の
対
策
を 

し
ま
し
ょ
う

▽
小
さ
な
水
た
ま
り
を
好
ん
で
卵
を
産
み
付

け
る
の
で
、
容
器
類
や
古
タ
イ
ヤ
、
植
木
鉢

の
受
け
皿
、
放
置
さ
れ
た
お
も
ち
ゃ
等
に
雨

水
が
た
ま
ら
な
い
よ
う
、
水
の
除
去
・
清
掃

を
す
る　

▽
や
ぶ
や
草
む
ら
は
定
期
的
に
草

を
刈
る
な
ど
、
蚊
が
潜
む
場
所
を
な
く
す

▽
屋
外
で
の
作
業
時
は
、
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン

を
着
用
し
、
防
虫
用
品
を
使
用
す
る
な
ど
蚊

に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る

■■問
健
康
課（
に
こ
♥

ふ
る
）☎
35
‐
０
１
４
６

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
く     　

全
国
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル

　　

市
で
は
６
月
中
旬
に
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法

に
基
づ
く
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。
建

築
物
等
を
解
体
す
る
と
き
は
届
出
を
し
、
木

安
体
制
を
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
各

家
庭
で
灯
油
等
を
取
り
扱
う
場
合
は
、
流
出

さ
せ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

だ
れ
も
が
ど
れ
も
選
べ
る
社
会
に 

６
月
23
日
～
29
日
は
男
女
共
同
参
画
週
間

　

職
場
、
学
校
、
地
域
、
家
庭
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る″
男
女
共

同
参
画
社
会
〟
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
市

民
一
人
ひ
と
り
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

私
た
ち
の
周
り
の
男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
に
つ
い
て
、
こ
の
機
会
に
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

■■問
本
所
政
策
企
画
課
☎
35
‐
１
１
８
４

日
本
赤
十
字
社
鶴
岡
市
地
区 

か
ら
の
お
知
ら
せ

▼
６
月
・
７
月
は
「
会
員
増
強
運
動
月
間
」　

期
間
中
、
会
員
加
入
と
会
費
の
増
収
に
向
け

て
活
動
し
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
決
算
・
活
動
報
告　

▽
会
費
収
納
会
計　

■■
会
費
合
計　

２
、
１

２
６
万
８
、
０
５
０
円　

■■
会
員
数　

個
人

…
２
万
８
、
０
８
５
人　

法
人
…
５
０
０
件　

▽
義
援
金
収
納
合
計　

■■
義
援
金
合
計　

１
、

１
４
５
万
３
、
０
４
２
円　

　

多
額
の
会
費
・
義
援
金
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
協
力
い

た
だ
い
た
全
額
を
日
本
赤
十
字
社
山
形
県
支

部
に
送
金
し
ま
し
た
。
国
内
外
で
の
災
害
対

応
、
復
興
支
援
、
防
災
活
動
な
ど
に
有
効
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

■■問
本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１
２
５
２


